
セミナーは、同学の教育支援プ

ログラム「薬学生の実践型教養教

育推進システムの構築」の一環と

して行われたもの。教育支

援プログラムは、昨年度の

文部科学省「地域医療等社会

的ニーズに対応した質の高

い医療人養成推進プログラ

ム」（医療人GP）に採択さ

れている。

東京慈恵医大や首都大東京、聖路

加看護大、日本医大、東京女子医大、

慶應義塾大、杏林大などから、医学、

薬学、看護、理学・作業療法、放射

線、栄養、福祉といった多領域の学

生が参加した。

セミナーでは、「癌患者に学ぶ‐

緩和ケア最前線」のＶＴＲや、多職

種混成グループでのワークショップ、医療現

場の声を聞く「フィードバックレクチャー」

などが行われた。８人程度のグループごとに

行われたワークショップに参加した学生は、

司会、記録、発表者と役割を分担。立場や考

え方が異なるもの同士が議論を交わすこと

で、互いに関する認識を深め、将来のチーム

医療に向けた貴重な経験を持つことができ

た。
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現場医療者によるレクチャーに聴き入る学生たち

医療系学生交流合同セミナー開催 医療系学生交流合同セミナー開催 
共立薬科大学は、医学部や薬学部、看護学部などの学生が一堂に

会して討論する「医療系学生交流合同セミナー～医療系多職種間の

より良いコラボレーション」を開催した。２回目となるセミナーで

は、「ターミナルケア」をテーマに、人の終焉についてディスカッ

ションされた。


